
2016年熊本地震レポート

（一社）住まいと耐震工法研究会・樫原 
（2016年5月19-21日現地）

地図（昭文社版分県地図（熊本県）およびグーグル地図（https://www.google.co.jp/maps/）を引用 



2016年5月19日（木曜日）

熊本空港1階ロビー

熊本空港エントランス

国道443号を南下



益城町 
被害中心部

（googleマップ）

擁壁
擁壁

http://geonews.zenchiren.or.jp/2016KumamotoEQ



寺迫交差点（国道443号） 崩れる擁壁と倒れ込む河川敷の家屋

いたるところ大きな地割れ

秋津川支流方向に向かって倒れ込む家屋 支流へ落ち込む住宅



益城町文化会館（立ち入り禁止）

http://mashiki-culturehall.net



益城町文化会館の擁壁（国道および支流と平行）
擁壁下（河川敷）の伝統的工法住宅

文化会館隣接（上町）

路盤のひび割れと段差

倒壊家屋

危険表示（応急危険度判定）



玄関ひさしの落下

益城町上町地区

ブロック塀の崩壊

路盤のひびわれと段差

倒壊家屋と噴砂現象跡

外観無傷の家もある



木山神宮（鳥居および拝殿の倒壊）

倒壊した拝殿横の石積擁壁は崩壊

倒壊した拝殿の銅板葺き屋根は無事



秋津川

町民グラウンド横の道路擁壁

町民グラウンド横の道路段差

秋津川沿いの住宅 秋津川擁壁（各所で崩壊）
避難所となった
総合体育館



木山川・木山中学校・木山小学校とその周辺

木山川 水の涸れた農地

木山中学渡り廊下（柱頭・柱脚ヒンジ）

木山中学体育館（庇天井板崩落）

木山中学・小学校共同運動場

木山中学前の道路面
（噴砂現象跡）

木山中学近くの民家（屋根瓦落下のみ）



熊本市中心部地図

並木坂



熊本市内中心部

熊本城遠望 鶴屋百貨店（地下および1階のみ営業）

郵便局（営業）とキャッスルホテル熊本（閉鎖） 熊本城稲荷神社と坪井川擁壁 2・3階の壁柱がせん断破壊



熊本城（石垣の崩落）

行幸橋の段差 熊本城稲荷神社側の石垣



熊本市役所

1階のガラス破損？

熊本市役所1階ロビー（罹災証明の受付開始）

歩道のひび割れ・段差が目立つ



上通と並木坂（一部を除いて営業再開）

専光寺（土壁剥落）

河島書店
河島書店（漱石とゆかり）

園田屋朝鮮飴本舗

近藤文具店（M39年）ほぼ無被害

柱せん断破壊



白川左岸（大甲橋北）

メルパルク熊本に隣接する
9階建てビル

メルパルク熊本に隣接するビル（3-4階外壁CW） メルパルク熊本前から北方（橋脚擁壁の崩壊修理中）

メルパルク熊本の南側マンション（閉鎖） メルパルク熊本の北側マンション



2016年5月20日（金曜日）

JR熊本駅

八代駅 宇城市（車窓から）

宇土市（車窓から）



八代市中心部地図



八代市役所とその周辺
八代市役所 

（外観上は外部階段の軽微な
ひび割れ以外確認できず）

八代市役所に隣接する松江城跡 松江城内にある相撲場（木造無傷）

八代駅前の大通り（地震被害らしきものなし）

八代駅から市役所へ向かう道路脇の状況 
（屋根瓦の一部剥落、庭に避難用テントの住宅）

高層マンションの中間層で
外壁タイルの一部剥落

松江城から市役所を見る



宇土市中心部地図



宇土駅前から市役所にかけての状況

駅前古い家「ギックリ腰」看板 駅近くの不使用農地と住宅

屋根瓦の落下した家

水路とJR（三角線）鉄橋



宇土市役所とその周辺

4階が層崩壊の宇土市役所

市役所玄関前の石碑倒壊

市役所前の熊本信用組合ビル（無被害）

水のない市役所前の水路

市役所隣の駐車場（仮設住宅の建設開始）



宇土市・船場橋地区

善行寺 円応寺

船場橋（石橋）は欄干が崩落、橋の向側擁壁崩壊、右手の住宅倒壊 手水場の礎石柱脚

（両寺院とも墓石と塀の倒壊、屋根瓦の崩落）



2016年5月21日（土曜日）

熊本市広域図



熊本市中央区 
白川左岸と右岸地図

大甲橋



白川左岸（大甲橋南）

大甲橋南の倒壊したビル

白川河川敷（噴砂現象跡）



白川右岸（大甲橋南）
大甲橋直南のビル

同上ビルの下部1-３階柱 
（せん断破壊） 鉄骨造ALC版の破壊（閉鎖） RC造マンションの壁せん断破壊（閉鎖）

段差・坂の多い白川沿い右岸（自動車通行止め）

坂道沿いのRC造寺院（閉鎖）



白川右岸（熊本大学付属病院）

中央診療棟（免震構造）

天井板崩落

免震層・ストップパー間
チェーン破断（補修後）

救急車搬入路金物破損

外来正面玄関（閉鎖）

病院前歩道のひび割れと段差



白川右岸（熊本大学付属病院周辺）

上部で外壁破損（熊本整形外科病院）

ビル2階の柱破壊

ビル1階の柱（かぶりコンクリート剥落）



水前寺公園

湧水（伏流水）の枯渇

無料開園日だった 水底の砂利を取り、湧水復活を祈る催し



水前寺公園周辺

水前寺公園参道の店舗は半数ほど開業
水の減った参道前水路

天理教熊本教務支庁 
（塀が倒壊・建物倒壊撤去工事中）

水前寺公園近くの住宅街（石積み塀の一部崩落）



熊本市湖東 
熊本市民病院周辺地図



熊本市民病院（入院患者移動し閉鎖）

熊本市民病院外観

熊本市民病院正面側の外壁タイル面（中間層で損傷が目立つ）



熊本市民病院周辺

ART女性クリニック（閉鎖）

市民病院正面の対面（無被害）

市民病院前道路の対面と運河（水が少ない）



書店に並び始めた地元紙の熊本地震写真集



JR九州新幹線・熊本駅ホームから西側をのぞむ（5/21帰阪時）



sumaitotaishin.com

2016年熊本地震調査報告（速報） 
平成28年6月15日（樫原） 

1．調査スケジュール 
2016年5月19日：大阪伊丹空港→熊本空港→益城町（寺迫交差点・上町周辺～秋津川沿い～木山中学校）→
熊本市中央区（熊本城周辺）-メルパルク熊本泊 

2016年5月20日：JR熊本駅→八代市（市役所周辺）→宇土市（市役所～船場町周辺）→JR熊本駅→熊本県
在住の構造設計士と懇談-メルパルク熊本泊 

2016年5月21日：熊本市中央区（白川沿い→熊本大学医学部付属病院周辺→（市電）水前寺公園周辺→（市
電）熊本市東区（熊本市民病院周辺）→（市電）JR熊本駅→新幹線にて帰阪 

図1　熊本県調査範囲全体図（昭文社版分県地図より引用・付記） 
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2．調査結果のまとめ 

1）地震動記録（速度波形）をどう読み取るか 

図3-1　熊本地震中心部（Google地図に付記） 

図3-2　地表面の地震動観測波形（東京大学地震研究所速報より引用） 

　4月16日午前1時25分の本震で観測された速度波形を見ると、主要動は5-6秒間の2-3波でありパルス的な
形状である。後続する波形は一方向に流れているようで、地盤の非線形応答（液状化・側方流動）が表れて
いる。東大・古村、東北大・大野は速報でパルス的波動に注目している。特に益城（KMMH16）も熊本
（KMM006）も最初の第一波が振幅も周期も、したがって破壊力も大きい。いずれの観測点も震央に近く、
いわゆる震源域内にあると考えられる※2。またその地盤データから良好な地盤とは言いがたく、被害の大き
かった秋津川沿いはさらに液状化しやすい地盤であった（地盤工学会の調査でも液状化の痕跡が確認されて
いる）。直下型地震の震源域でパルス波が卓越することは1995年兵庫県南部地震でも指摘されており※1、
そこに地盤の液状化が加わって、複雑な建物被害を生んだものととらえることができる。今回の調査で歩き
回った地域（益城町～熊本市）では地盤の変状が大きく、パルス的波動入力と地盤の液状化による側方流動
は建物被害の要因を考える上で重要なポイントであるといえよう。 

 ※1　たとえば、纐纈一起「カリフォルニアの被害地震と兵庫県南部地震」科学、1996年2月号 
 ※2　等価震源域は震央を中心とする半径約35km（logΔB=0.5M-2.1【単位km】）の範囲と推定される。 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推定震央（北緯32°45′、東経130°45′）
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2）木造建築の被害について 

　木造住宅の耐震性不足による倒壊は地震規模の割には少なかったように感じた。倒壊した住宅は地盤の側
方流動にひきづられて川に向かって倒れ込んだように見える。住宅が倒れ込んだ側の河川擁壁は崩壊してい
たし、益城町の上町地区では倒壊住宅のそばに地盤の液状化（噴砂現象）らしき痕跡があった。それでも倒
れ込まなかった住宅も多数あり、礎石建ちのように基礎に固定されていない住宅も滑動して倒れたとは考え
られない。ごく狭い範囲で側方流動が起きたのか、基礎構造の差異によるものか検証が必要である。 
　また倒壊した住宅の布基礎がせん断破壊してアンカーボルトは引き抜けていたが、一方で、ベタ基礎の木
造住宅は下部の擁壁が崩落しても全体の形状を保持していた。同様に、熊本城で石垣が崩れても撓みながら
角の石垣で踏ん張っていた熊本城の櫓は感動的ですらある。益城町でも熊本市内でも歩道の波打が大きく、
うっかり歩いているとけつまずく始末。熊本市や宇土市は水（運河）の都だが、堀割の水が枯れているのを
多く確認した。ボーリングデータを見る限り、熊本市内、益城町、宇土市などは第3種地盤相当の軟弱地盤
（多くの水分を含むゆるい砂地盤）と考えられる。　 

　　下部の擁壁が崩れても倒壊しなかった住宅（益城町）　　　石垣が崩れても撓みながら倒壊しない櫓（熊本城）　　　　　　 
 

3）その他建築物の被害について 

　中高層RC造では中間層の破壊もしくは損壊が目
立った。中間層で柱や壁がせん断破壊しても、倒
壊・落階していない建物（民間）は使われ続けて
いる危険な状況が散見された。1995年阪神大震災
でも建て替えか改修かをめぐりマンションで問題
が長期化した。これら中間層の被害は直下型地震
特有のパルス的波動によるものと思われる※2。　　　 

　免震構造にも被害があった。熊本大学医学部付
属病院の大規模免震も残留変位があり、大学のホームページでは天井板の崩落やエレベーター故障など報告
されている。免震装置に問題なかったか？　建物本体の構造耐力に支障なくても、機能障害を起こした免震
構造のクライテリア、あるいは軟弱地盤における免震構造をどう扱うか課題が残った。　　 

　大スパン構造（耐震改修済みの学校体育館）の天井落下や屋根ブレースの破壊、工場のクレーン落下など
の報道で報じられた被害は、地盤の変状（液状化・側方流動）と関係あるのかもしれない。免震構造と同様
に、耐震改修における非構造部材の変形クライテリアを、地盤の性状（とくに液状化）と関連づけて厳しく
する設計手法も考えられる。 

　以上の考察は定性的なもので、図面や検討書など手元にないので断定はできないが、1995年兵庫県南部
地震で明らかとなった直下型地震に対する耐震構造技術上の課題がいまだ解決されていないこと、地盤変状
をも考慮した（豪雨・土砂災害にも対応する）建築基礎の耐震設計施工法の必要性を強く感じた。 

※2　樫原・河村ほか「パルス応答解析の実構造物への適用」第10回日本地震工学シンポジウム、1998年11月 
　　および2000年世界地震工学会議12WCEE論文 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４階が層崩壊した宇土市役所
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